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研究成果概要 
 T2K 実験は茨城県東海村の JーPARC 加速器で生成されたニュートリノビームを 295 キロメートル

離れたスーパーカミオカンデにて観測し、ニュートリノ振動等などの測定を行う実験である。今年度は

ニュートリノ反応事象に伴う反跳中性子生成数の測定に関する報告を行う。反跳中性子の情報は水チ

ェレンコフ検出器で反ニュートリノ事象を特定する限られた方法であり、大気ニュートリノや超新星

背景ニュートリノ測定で活用することが期待おり、今後 SK-Gd での本格的な中性子検出も予定されて

いる。 

 2018 年まで取得されたミューオンニュートリノ(νµ)およびミューオン反ニュートリノ(ν̅µ)の事象デ

ータを用い、横方向運動量ごとの平均中性子生成数を測定した（下図参照）。サンプル全体での平均生

成数は νµ事象で 1.00±0.17(stat)+0.07-0.08(syst)、ν̅µ事象で 1.40±0.26(stat)+0.10-0.11(syst)であり、

シミュレーションによる期待値から 2.75σ（2.69σ）離れた結果となった。本結果は、ニュートリノ反応

での中性子生成、および、生成後の二次反応過程についてシミュレーション計算が必ずしも再現されて

いないことを示し、今後の中性子反応の精度向上が必要であることが示された。 

 

図：T2K 実験で得られたミューニュートリノ事象における平均反跳中性子生成数。 

それぞれ νµ事象（右図）、ν̅µ事象（左図）を示す。（阿久津良介博士論文より（東京大学 2020 年）） 
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